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松  
林  
了  
観 

ま
つ 
ば
や
し 
り
ょ
う 
か
ん

　

松
林
了
観
は
、
福
釜 
西  
岸  
寺 
第
十
四
世
住
職
で
あ

せ
い 
が
ん 
じ

る
。
了
観
が
十
二
歳
の
時
、
父
了
響
は
他
界
し
た
。

そ
の
た
め
家
計
は
苦
し
か
っ
た
が
、
岡
崎
の
小
教
校

で
中
等
程
度
の
教
育
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
京
都
本

山
の
上
等
教
校
を
卒
業
し
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二

一
年
）
二
十
八
歳
の
時
に
福
釜
に
帰
っ
て
き
た
。
青

年
の
姿
や
農
村
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
了
観

は
、
青
少
年
の
教
育
と
農
村
振
興
に
尽
く
す
こ
と
を

決
意
し
、
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
実
行
に
移

し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
福
釜 
報  
恩  
社 
と 
青  
藍 
学
校

ほ
う 
お
ん 
し
ゃ 

せ
い 
ら
ん

に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

報
恩
社
は
、
了
観
の
働
き
か
け
と
地
域
有
力
者
や

住
民
の
理
解
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇

年
）
十
月
に 
新  
田 
、 
本  
郷 
、 
五  
十  
石 
に
設
立
さ
れ
た
。

し
ん 
で
ん 

ほ
ん 
ご
う 

ご 
じ
っ 
こ
く

了
観
は
、
社
則
を
つ
く
り
、
自
ら
相
談
役
に
な
っ
て

指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

設
立
の
目
的
は
、
農
家
の
道
徳
を
増
進
し
、
農
家

の
実
務
を
策
励
し
、
農
家
の
家
庭
を
円
満
に
し
、
も

っ
て 
天  
恩 
、 
国  
恩 
、 
先  
祖  
恩 
、 
父  
母  
恩 
、 
仏  
恩 
な
ど

て
ん 
お
ん 

こ
く 
お
ん 

せ
ん 
ぞ 
お
ん 

ふ 

ぼ 
お
ん 

ぶ
つ 
お
ん

を 
報 
ぜ
ん
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ほ
う

　

毎
月
一
回
の
集
会
は
、
ま
ず
貯
金
の
取
り
ま
と
め

を
し
、
そ
の
後
、
了
観
所
蔵
の
二
宮
尊
徳
の
肖
像
画

を
拝
み
、
報
徳
訓
や
二
宮
翁
夜
話
を
唱
え
て
か
ら
始

め
ら
れ
た
。

　

集
会
の
内
容
は
、
報
告
・
協
議
・
講
話
・
懇
談
な

ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
か
所
の
報
恩
社
が
合
同
で

総
会
を
開
き
、
講
演
会
・
善
行
者
の
表
彰
・
敬
老
講

話
会
な
ど
を
行
っ
た
。
講
演
会
に
は
、
親
交
の
あ
っ

た
山
崎 
延  
吉 
な
ど
を
招
き
、
農
家
経
済
・
農
業
経
営
・

の
ぶ 
き
ち

信
用
組
合
設
立
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
た
。

　

報
恩
社
の
活
動
は
一
年
余
り
で
あ
っ
た
が
、
農
民

の
意
識
も
変
わ
り
、
福
釜
信
用
組
合
が
設
立
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
了
観
は
、
理
事
と
し
て
信
用
組
合

の
基
礎
づ
く
り
に
尽
力
し
た
。

　

了
観
は
、
農
村
の
改
善
や
振
興
を
図
る
に
は
青
少

年
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
の
信
念
か
ら
、
一
八
八

九
年
（
明
治
二
二
年
）
四
月
に
青
藍
学
校
（
青
藍
夜

学
舎
）
を
設
立
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
次
代
を
担
う

農
村
青
年
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
、
必
要
な
資
質

を
修
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
初
め
は
、
西
岸
寺

本
堂
に
お
い
て
数
人
の
青
年
に
指
導
を
試
み
た
。
二

年
後
に
福
釜
在
住
の
十
五
歳
か
ら
十
八
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
青
年
を
集
め
て
本
格
的
に
指
導
を
始
め
た
。
校

舎
は
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
に
住
民
の
奉

仕
や
援
助
で
敷
地
内
に
移
築
さ
れ
た
。

　

学
科
は
、 
修 
身

し
ゅ
う   

・
国
語
・
漢
文
・
作
文
・
理
科
な

し
ん

ど
を
中
心
に
、
時
に
は
手
芸
・
習
字
を
指
導
し
た
。

教
科
書
は
、
小
学
修
身
訓
・
中
等
修
身
書
・
中
等
漢

文
・
報
徳
教
の
精
神
・
尋
常
高
等
小
学
読
本
・
日
本

立
志
編
な
ど
十
八
冊
ほ
ど
で
、
学
校
は 
農  
閑 
期
の
隔

の
う 
か
ん

晩
二
時
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

了
観
の
指
導
は
か
な
り
厳
し
く
、
時
に
は
大
声
で

 
叱 
り
つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
了
観

し
かは

、
生
徒
に
勤
労
や
節
約
を
勧
め
、
毎
月
貯
金
を
さ

せ
た
。

　

青
藍
学
校
は
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
に
安

城
町
立
実
業
補
修
学
校
が
設
立
さ
れ
た
た
め
に
閉
校

し
た
。
こ
の
間
、
こ
の
学
校
で
学
ん
だ
生
徒
は
、
福

釜
内
外
で
二
七
〇
人
ほ
ど
に
達
し
た
。

　

了
観
は
、
そ
の
ほ
か
青
藍
幼
稚
園
の
設
立
、
新
聞

雑
誌
縦
覧
所
の
設
置
、 
農  
繁 
期
託
児
所
の
開
設
な
ど

の
う 
は
ん

も
行
っ
た
。

　

了
観
は
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
二
月
に
七

十
一
歳
で
病
死
し
た
。
翌
年
四
月
に
了
観
夫
妻
の
遺

徳
を
し
の
ん
で
境
内
に
銅
像（
今
は
石
像
）が
建
立
さ

れ
、
了
観
の
業
績
は
、
後
世
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
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松林了観とその妻の像
　　　　　（西岸寺境内／福釜町）

広報あんじょう　2002.10.1�


